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               審   査   の   要   旨 
 
本研究は、細胞膜マイクロドメイン“膜ラフト”の機能性に着目し、様々な手法を用いて鳥
類精子における受精機構分子基盤の統括的な解明を試みた。その結果、膜ラフトの人工制御は
安定的な配偶子保存技術の構築に有用であることを明らかにしている。さらに、定量的プロテ
オミクス解析を使って、膜ラフトは精子-卵結合を含む様々な機能の制御に関わっている可能
性を示している。そこでプロテオームデータに基づき、グルコース代謝の先体反応における役
割を検討した結果、膜ラフトはGLUT3などのトランスポーターを制御することでグルコース取
り込みに関与すること、またグルコースはAMPKのリン酸化を誘起することで先体反応を促進す
ることを明らかにしている。さらに著者は、一連の研究成果に今までの知見を加えながら、膜
ラフトが動物界を通じて普遍的に受精機構の制御に関わっていると考察している。 
以上の通り、本研究は鳥類精子の受精機能制御に新たな作用機構の関与を示すと共に、鳥類
における効率的な配偶子凍結保存法の構築に大きく貢献するものであり、その成果の学術的な
意義は大きいと判断される。 
平成30年1月18日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
